
　
　
　
　
　
　
　

　
ず
ら
り
と
並
ぶ
工
場
、
港
に
続
々
と

到
着
す
る
コ
ン
テ
ナ
、
輸
出
を
待
つ
自

動
車
の
長
い
列
。
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ

ク
の
南
東
、
シ
ャ
ム
湾
の
沿
岸
に
は
大

規
模
な
工
業
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
こ
が
東
部
臨
海
地
域
だ
。　
　

　
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
と

い
う
２
つ
の
地
区
を
中
心
に
、
工
業
団

地
は
今
も
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
は
、
２
０
１
２
年
の
港
湾

別
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で

日
本
ト
ッ
プ
の
東
京
港
を
上
回
っ
た
。

今
や
、
タ
イ
の
産
業
を
支
え
る
一
大
拠

点
だ
。

　
そ
し
て
実
は
、こ
の
発
展
の
陰
に
は
、

日
本
の
協
力
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
約
40

年
前
の
こ
と
だ
。

　
１
９
７
０
年
代
に
シ
ャ
ム
湾
で
発
見

さ
れ
た
天
然
ガ
ス
を
利
用
し
て
、
タ
イ

は
工
業
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
す
で
に
国
内
最
大
の
産
業
の

中
心
地
だ
っ
た
バ
ン
コ
ク
に
は
、工
場
、

貨
物
、
人
が
集
中
し
て
パ
ン
ク
寸
前
。

こ
れ
以
上
、
拡
大
で
き
る
余
地
は
な
か

っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
、
発
展
の
チ

ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
う
―
。
そ
こ
で

タ
イ
政
府
の
主
導
で
、
新
た
に
東
部
臨

海
地
域
の
開
発
に
国
を
挙
げ
て
乗
り
出

す
こ
と
に
。
水
源
も
ほ
と
ん
ど
な
い
場

所
を
、
一
か
ら
開
発
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。　

　「
初
め
て
こ
の
地
域
に
行
っ
た
時
、

本
当
に
こ
こ
を
工
業
地
帯
に
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
。
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
は
何

も
な
い
原
っ
ぱ
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
は
小

さ
な
漁
村
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
の
発

展
ぶ
り
を
見
る
と
何
事
も
不
可
能
な
こ

と
は
な
い
と
感
じ
ま
す
」。
そ
う
笑
い

な
が
ら
振
り
返
る
の
は
、
87
〜
90
年
ま

で
タ
イ
で
こ
の
事
業
を
担
当
し
た
江
島

真
也
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド
事
務
所
長
。
タ

イ
の
転
換
期
と
な
っ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
っ
た
瞬
間
に
立
ち
会
っ
た

一
人
だ
。

　
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
地
区
は
、
パ
イ
プ
ラ
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イ
ン
で
つ
な
が
っ
た
シ
ャ
ム
湾
の
天
然

ガ
ス
を
基
に
し
た
重
化
学
工
業
、
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
地
区
は
、
商
業
港
と
し
て
輸

出
中
心
の
軽
工
業
の
拠
点
を
目
指
す
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に
港
、
工

業
団
地
、
道
路
、
ダ
ム
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
べ
く
、
16
の
事
業
を
日

本
の
円
借
款
で
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。

　
江
島
所
長
ら
は
省
庁
の
担
当
者
と
顔

を
突
き
合
わ
せ
て
は
調
整
を
続
け
、
信

頼
関
係
を
築
き
、
開
発
が
計
画
通
り
に

進
む
よ
う
奔
走
し
た
。
そ
し
て
約
７
年

の
間
に
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
完
成
し
、

工
業
地
帯
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ

た
。

　
す
る
と
、「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠

点
に
な
り
得
る
」
と
興
味
を
持
っ
た
海

外
の
企
業
が
次
々
と
進
出
。
民
間
投
資

が
増
え
た
こ
と
で
、
見
る
見
る
う
ち
に

東
部
臨
海
地
域
は
一
大
工
業
地
帯
へ
と

成
長
し
た
。「
90
年
代
以
降
は
バ
ン
コ

ク
と
並
ん
で
経
済
成
長
率
が
高
い
地
域

に
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
と
日
本
を
つ
な

ぎ
、
こ
の
大
き
な
事
業
に
関
わ
れ
た
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」
と
江

島
所
長
は
話
す
。　

　
ま
た
、
80
年
代
に
海
外
経
済
協
力
基

金
（
当
時
）
の
タ
イ
事
務
所
に
駐
在
し
、

そ
の
後
も
こ
の
地
域
の
変
遷
を
見
続
け

て
い
る
法
政
大
学
の
下
村
恭
民
名
誉
教

授
は
、
東
部
臨
海
地
域
の
開
発
に
よ
る

イ
ン
パ
ク
ト
を
こ
う
話
す
。「
２
０
０

７
年
時
点
で
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
に
は
５

０
０
以
上
の
自
動
車
関
連
の
工
場
が
立

ち
並
び
、
36
万
人
の
雇
用
を
生
み
出
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
変
わ
っ

た
の
は
、
タ
イ
と
日
本
の
関
係
で
す
」。

　
実
は
85
年
よ
り
前
、
タ
イ
を
は
じ
め

東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
は〝
反
日
〞

だ
っ
た
。「
タ
イ
に
進
出
し
た
日
本
企

業
が
タ
イ
国
内
の
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
た
め
、
質
の
良
い
日
本
製
品
が

市
場
を
席
巻
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
を
皮
肉
っ
た
〝m

ade in Thailand

は
ど
こ
に
あ
る
の
？
〞
と
い
う
歌
が
は

や
り
、
日
本
製
品
の
不
買
運
動
や
デ
モ

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
」。

　
こ
れ
を
変
え
た
の
が
東
部
臨
海
地
域

の
開
発
だ
っ
た
。
海
外
か
ら
企
業
を
呼

び
込
ん
で
産
業
を
発
展
さ
せ
た
い
タ
イ

と
、
円
高
に
よ
り
生
産
拠
点
を
海
外
に

移
し
た
い
日
本
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
重
な

り
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
、
三

菱
な
ど
の
日
本
企
業
が
タ
イ
に
進
出
。

タ
イ
で
生
産
し
た
製
品
は
世
界
各
地
へ

輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
タ
イ
の
経

済
も
大
き
く
発
展
し
、
日
本
へ
の
イ
メ

ー
ジ
も
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

　「
東
部
臨
海
地
域
の
開
発
は
日
本
の

支
援
が
タ
イ
の
発
展
を
支
え
た
好
事

例
。
今
で
は
タ
イ
が
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ダ
ウ
ェ
ー
経
済
特

区
の
開
発
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
」
と
下
村
教
授
は
話
す
。

　
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
と
共
に
工
業
の
２

大
拠
点
と
し
て
、
国
を
支
え
る
東
部
臨

海
地
域
。
タ
イ
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て

日
本
に
と
っ
て
も
、
ま
さ
に
変
革
の
地

だ
。

新
た
に
築
か
れ
た

タ
イ
と
日
本
の
き
ず
な

漁
村
が
工
業
地
帯
に
!?

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

80年代のレムチャバン地区。小さな漁村だったことが分かる

現在のマプタプット工業団地。天然ガスの工場など、大規模な重化学工業地帯へと変貌した90年代初頭のマプタプット工業団地の建設風景

1
9
8
0
年
代
の
タ
イ
を
新
時
代
へ
と
導
き
、
日
本
と
タ
イ
の
関
係
を
も
変
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

タ
イ
の
発
展
を
け
ん
引
し
て
き
た
工
業
地
帯
、
東
部
臨
海
地
域
の
開
発
だ
。

一
大
工
業
地
帯
へ
の
道
を
切
り
開
く

タイ
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